

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































実施年 進士数 新氏の調査 研究
延祐 2年(1315)乙卯 56 43 ① 
延祐 5年(1318)戊午 50 43 ① 
至治元年(1321)辛酉 64 47 ② 
泰定)0年 (1324)甲子 86 64 ③ 
泰定 4年 (1327)丁卯 86 58 ③ 
天暦 3年 (1330)庚午 97 60 ④ 
元統五年 (1333)突酉 100 
----
⑤ 
至lE2年(1342)壬午 78 50 ⑥ 
至宣 5年(1345)乙酉 78 34 ⑥ 
至正 8年(1348)戊子 78 3 ⑥ 
至正 1年(1351)辛卯 83 
----
② 
至正 14年 (1354)甲午 62 29 ③ 
至正 17年(1357)丁酉 51 1 ③ 
至正20年 (1360)庚子 35 1 ③ 
至正23年 (1363)突卯 62 26 @ 
至lE26年 (1366)丙午 73 1 ③ 
繭啓鹿氏の研究
① 「元延祐二年与五年進士輯録J([台大歴史学報j24、1999)
② 「元至治元年進士輯録J([宋旭軒教授八十栄寿論文集J20目。)
③ 「元泰定元年与四年進士輯録J([蒙古史研究j6、2000)
④ 「元至 E元年進士輯録J([文史哲学報j52、2000)
⑤ 「元統元年進士録校注J(r食貨月刊復刊JI3-102、304、1983)
⑥ 「元至正前期進士輯録J([燕京学報(新)J10、2001)
⑦ 「元至正十一年進士題名記校補J([食貨月刊J16-708、1987)
③ 「元至正中後期進士輯録J(r燕京学報(新)J15、2003)
※進士数は『元史』巻81、選挙志に拠る。ただし、『元史J本紀の
記すところに拠れば、泰定元年は 84人、泰定4年は 85人、至正
26年は 72人とある。
※①には「四延祐間進士」、③には「四泰定中進士」とあっ
て、どちらの年とも判断っきかねる人を挙げているが、ここでは
人数に含めなかった。
88 
だ
し
、
粛
氏
の
研
究
は
未
だ
完
結
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
、
新
啓
慶
「
元
明
之
際
士
人
的
多
元
政
治
扶
択
|
|
以
各
族
進
土
為
中
心
」
(
「
台
大
歴
史
学
報
』
一
三
一
、
二
0
0
=
一
年
)
の
註
(
七
)
で
は
、
「
元
朝
科
次
不
詳
進
士
録
」
の
公
表
を
予
告
し
て
い
む
。
さ
ら
に
一
方
で
、
粛
啓
慶
氏
と
同
様
の
作
業
が
沈
仁
国
氏
の
手
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
た
い
。
沈
氏
は
、
「
元
泰
定
丁
卯
科
進
士
考
」
(
『
元
史
及
民
族
史
研
究
集
刊
』
一
五
、
二
O
O二
年
)
を
皮
切
り
に
、
「
銭
大
出
刷
会
ん
進
士
考
》
中
至
正
申
午
科
進
士
続
考
」
(
『
学
海
』
二
O
O三
|
一
己
、
「
銭
大
研
会
ん
進
士
考
》
中
至
正
末
四
科
進
士
続
考
」
(
『
元
史
及
民
族
史
研
究
集
刊
』
一
六
、
二
0
0
〕
=
一
年
)
を
公
表
し
て
い
る
。
最
後
の
論
考
で
は
、
至
正
一
七
・
ニ
0
・
泌
一
=
了
二
六
年
の
四
回
の
科
挙
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
沈
て
氏
の
ス
タ
ン
ス
は
、
表
題
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
銭
大
析
『
一
元
山
進
士
考
』
の
補
正
作
業
を
意
図
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
に
は
粛
氏
と
同
様
の
作
業
を
行
っ
た
と
い
え
る
。
沈
氏
が
明
ら
か
に
回
航
し
た
進
士
の
人
数
を
掲
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
山
内
泰
定
四
年
乃
人
制
至
正
十
四
年
白
人
の
至
正
十
七
年
目
人
佐
至
正
二
十
年
ロ
人
至
正
二
十
三
年
お
人
至
正
二
十
六
年
目
人
89 
数
字
だ
け
み
れ
ば
、
新
氏
の
研
究
と
同
じ
結
果
が
導
き
出
さ
れ
た
と
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
数
が
一
致
す
る
至
正
十
七
年
と
二
十
六
年
で
も
、
重
複
す
る
人
聞
は
、
十
七
年
が
八
人
、
二
十
六
年
が
九
人
で
あ
る
。
ま
た
泰
定
四
年
に
い
た
っ
て
は
、
粛
氏
が
五
十
八
人
を
明
ら
か
に
し
た
の
に
対
し
、
沈
氏
は
七
十
九
人
を
提
示
し
て
い
る
。
二
十
一
人
も
の
差
が
あ
り
、
し
か
も
一
致
し
て
い
る
人
数
は
四
十
七
人
で
あ
る
。
こ
う
し
た
例
に
止
ま
ら
ず
、
沈
氏
の
研
究
で
は
浦
氏
が
「
疑
誤
」
と
判
断
し
て
い
る
人
聞
を
進
士
と
し
て
数
え
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
他
に
も
、
粛
氏
が
至
正
十
七
年
の
進
士
と
し
て
い
る
王
遵
道
を
、
沈
氏
は
至
正
十
四
年
に
掲
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
郷
寅
進
士
と
進
士
の
分
類
に
つ
い
て
も
混
乱
が
垣
間
み
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
者
の
研
究
で
阻
臨
す
る
点
が
存
在
す
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
銭
大
析
も
含
め
た
三
者
の
間
で
見
解
が
分
か
れ
る
人
聞
は
、
概
ね
明
清
の
地
方
志
を
典
拠
と
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
森
田
氏
や
概
井
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
明
清
の
地
方
志
に
ど
こ
ま
で
信
頼
が
置
け
る
か
、
別
に
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
と
ま
れ
、
こ
う
し
た
相
違
点
を
補
正
し
た
作
業
は
今
後
も
継
続
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
は
、
粛
啓
慶
氏
の
研
究
が
何
ら
か
の
形
で
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
鶴
首
し
て
待
ち
た
い
。
以
上
、
概
観
し
て
き
た
よ
う
に
、
滞
氏
の
進
士
一
覧
の
公
表
に
よ
っ
て
、
元
代
科
挙
研
究
の
い
わ
ば
基
盤
整
備
が
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。
な
90 
に
よ
り
重
要
な
点
は
、
膨
大
な
関
連
史
料
の
典
拠
を
細
か
に
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
と
れ
ら
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
今
後
の
研
究
は
展
開
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
科
挙
を
め
ぐ
る
研
究
最
後
に
近
年
も
の
さ
れ
た
広
義
の
科
挙
研
究
と
も
い
う
べ
き
、
科
挙
に
関
連
す
る
研
究
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
近
年
の
動
向
と
し
て
、
科
挙
を
め
ぐ
る
出
版
物
の
研
究
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
状
況
は
周
知
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
は
じ
め
に
宮
紀
子
「
『
対
策
』
の
対
策
|
l
l
科
挙
と
出
版
」
(
木
田
章
義
〔
編
〕
「
古
典
学
の
現
在
V
』
特
定
領
域
研
究
「
古
典
学
の
再
構
築
」
総
括
班
、
二
O
O三
年
、
の
ち
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
」
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
O
O六
年
所
収
)
を
と
り
あ
げ
た
い
。
宮
氏
の
論
点
は
多
岐
に
渡
る
が
、
簡
潔
に
要
点
だ
け
を
ま
と
め
れ
ば
、
科
挙
に
受
験
す
る
人
聞
が
ど
の
よ
う
に
学
習
を
し
て
い
く
の
か
を
、
そ
の
段
階
を
踏
ま
え
て
考
察
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
論
考
で
は
後
に
触
れ
る
『
三
場
文
選
』
は
も
と
よ
り
、
「
太
平
金
策
鏡
』
「
答
策
秘
訣
」
等
の
受
験
対
策
書
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
『
丹
堤
独
対
』
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
「
丹
揮
独
対
』
は
科
挙
受
験
対
策
書
で
も
あ
る
が
、
そ
の
書
に
記
さ
れ
る
元
代
の
政
治
機
構
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
現
存
の
史
料
を
補
完
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
『
一
ニ
場
文
選
』
の
「
時
務
策
」
に
は
政
府
に
と
っ
て
刻
下
の
問
題
が
出
題
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
分
析
を
訴
え
る
点
は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
森
田
氏
も
述
べ
て
い
る
が
、
答
案
の
読
み
込
み
は
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。
科
挙
に
際
し
て
持
ち
込
み
が
許
可
さ
れ
た
韻
書
に
つ
い
て
の
分
析
は
襖
井
智
美
氏
に
よ
る
二
編
の
論
考
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
桜
井
智
美
「
『
礼
部
韻
略
』
与
元
代
科
挙
」
(
『
元
史
論
叢
』
九
、
二
O
O四
年
)
で
は
、
唯
一
持
ち
込
み
が
許
可
さ
れ
た
「
礼
部
韻
略
』
の
版
本
の
問
題
や
『
礼
部
韻
略
』
系
統
の
韻
書
の
版
本
紹
介
を
行
う
。
ま
た
、
「
元
代
科
挙
受
験
持
込
許
可
書
を
め
ぐ
っ
て
」
(
前
掲
)
で
は
、
「
礼
部
韻
略
』
系
統
の
韻
書
に
属
す
る
『
文
場
備
用
排
字
礼
部
韻
註
』
を
利
用
し
て
皇
帝
の
避
諒
の
問
題
を
扱
い
、
後
半
で
は
科
挙
再
開
よ
り
も
は
る
か
前
の
段
階
で
各
積
の
韻
書
が
大
量
に
出
版
・
購
買
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
科
挙
再
開
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
と
す
る
。
科
挙
再
開
の
歴
史
的
展
開
を
考
察
す
る
上
で
も
、
興
味
深
い
論
点
で
あ
る
。
つ
と
に
注
目
さ
れ
て
き
た
「
新
刊
類
編
歴
挙
三
場
文
選
」
『
皇
元
大
科
三
場
文
選
』
の
科
挙
答
案
集
に
つ
い
て
の
研
究
も
近
年
に
至
っ
て
特
に
進
展
し
た
。
奇
し
く
も
森
田
憲
司
「
元
朝
の
科
挙
資
料
に
つ
い
て
」
(
前
掲
)
と
陳
高
華
「
両
種
『
三
場
文
選
』
中
所
見
元
代
科
挙
人
物
名
録
」
(
前
掲
)
が
ほ
ぽ
同
時
に
発
表
さ
れ
た
。
と
く
に
陳
氏
の
論
考
で
は
、
『
新
刊
類
編
歴
挙
三
場
文
選
』
『
皇
元
大
科
三
場
文
選
』
に
記
載
さ
れ
る
郷
試
・
会
試
合
絡
者
の
名
前
を
列
挙
し
、
進
士
一
覧
の
欠
を
補
う
。
さ
ら
に
陳
氏
は
、
「
元
朝
科
挙
詔
令
文
書
考
」
(
「
監
南
史
学
』
一
、
二
O
O二
年
)
を
著
し
、
『
新
刊
類
編
歴
挙
三
場
文
選
』
甲
集
「
翌
朝
科
挙
進
士
格
式
」
に
収
め
ら
れ
る
詔
令
を
紹
介
す
る
。
そ
こ
で
は
『
事
林
広
記
』
問
、
『
新
編
事
文
類
翰
墨
大
全
』
等
を
利
用
し
て
校
訂
を
加
え
た
十
四
種
の
詔
令
に
つ
き
、
直
後
に
按
語
を
付
す
と
い
う
形
で
一
つ
ず
つ
検
討
を
加
え
て
い
る
。
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
『
新
刊
類
編
歴
挙
三
場
文
選
』
に
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
記
事
の
紹
介
で
あ
ろ
う
。
陳
氏
の
か
か
る
試
み
は
、
「
新
刊
類
編
歴
挙
三
場
文
選
』
『
皇
元
大
科
三
場
文
選
』
の
有
効
的
な
活
用
法
に
つ
い
て
一
つ
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
な
お
、
『
新
刊
類
編
歴
挙
三
場
文
選
」
『
皇
元
大
科
一
ニ
場
文
選
』
の
書
誌
学
的
な
考
察
に
つ
い
て
は
、
賞
仁
生
氏
に
よ
日
る
、
日
本
で
の
調
査
を
踏
ま
え
た
「
元
代
科
挙
文
献
三
種
発
磁
」
(
『
文
蹴
献
』
一
一
O
O三
l
一
)
が
あ
日
。
て
広
義
の
科
挙
研
究
は
出
版
物
の
研
究
に
止
ま
ら
な
い
。
前
述
し
た
加
粛
啓
慶
氏
は
、
自
ら
作
成
し
た
進
士
名
簿
に
も
と
づ
い
て
、
「
社
会
流
に
動
性
」
に
関
す
る
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
「
元
代
科
奉
輿
盟
国
英
流
動
碗
|
|
以
元
統
元
年
進
士
為
中
心
」
(
『
漢
学
研
究
』
五
一
、
一
九
八
階
七
年
、
の
ち
『
元
朝
史
新
論
』
允
長
文
化
実
業
股
紛
有
限
公
司
、
一
日
九
九
九
年
)
は
、
「
元
統
元
年
進
士
録
」
を
利
用
し
て
、
こ
の
年
次
で
の
合
格
し
た
進
士
百
人
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
に
宮
階
を
昇
っ
て
い
っ
匙
た
の
か
と
い
っ
た
面
や
、
出
身
戸
計
や
婚
姻
関
係
の
分
析
を
行
っ
て
l
い
る
。
次
い
で
、
「
元
朝
科
挙
与
江
南
士
大
夫
之
延
続
」
(
『
元
史
論
叢
』
9
七
、
一
九
九
九
年
)
を
公
表
し
、
南
人
の
進
士
に
ま
で
そ
の
分
析
対
象
を
広
げ
、
旧
南
宋
の
官
僚
層
の
家
か
ら
商
人
の
進
士
が
多
く
輩
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
家
系
は
宋
元
交
替
期
こ
そ
、
混
乱
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
延
祐
の
科
挙
復
活
後
に
再
び
勢
力
を
盛
り
返
し
、
明
朝
で
活
躍
す
る
人
間
さ
え
現
れ
て
い
っ
た
と
す
る
。
こ
の
視
点
を
敷
延
し
、
元
明
交
替
期
に
時
間
軸
を
進
め
て
論
じ
た
も
の
が
、
「
元
明
之
際
士
人
的
多
元
政
治
扶
択
|
|
以
各
族
進
士
為
中
心
」
(
前
掲
)
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
元
明
交
替
の
過
程
の
中
で
元
代
の
進
士
層
が
ど
の
よ
う
な
身
の
処
し
方
を
果
た
し
た
の
か
を
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
て
分
析
を
加
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
元
代
蒙
古
色
目
進
士
背
景
的
分
析
」
(
『
漢
学
研
究
」
一
八
一
、
二
0
0
0年
)
は
、
蒙
古
・
色
白
人
の
進
士
の
家
柄
や
部
族
の
分
析
、
漢
族
と
姻
戚
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
豊
富
な
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
分
析
を
加
え
ら
れ
る
の
は
、
前
述
し
た
進
士
一
覧
の
公
表
を
踏
ま
え
た
粛
氏
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
研
究
と
い
え
よ
う
。
一
方
で
再
開
さ
れ
た
科
挙
が
江
南
の
士
人
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
は
、
裳
梢
や
虞
集
ら
試
験
宮
の
諸
史
料
に
注
目
し
、
科
挙
再
開
に
直
面
し
て
そ
の
混
乱
す
る
状
況
を
活
写
す
る
、
二
一
浦
秀
一
「
元
朝
南
人
に
お
け
る
科
挙
と
朱
子
学
」
(
『
中
国
心
学
の
陵
線
|
|
元
朝
の
知
識
人
と
儒
道
仏
三
教
』
研
文
出
版
、
二
O
O三
年
所
収
)
が
あ
る
。
論
文
の
後
半
で
は
、
再
開
さ
れ
た
科
挙
に
対
し
て
、
知
識
人
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
に
つ
い
て
、
許
謙
・
程
端
礼
・
呉
当
の
対
応
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
科
挙
92 
と
密
接
に
結
び
つ
く
問
題
と
し
て
、
教
育
に
関
連
す
る
研
究
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
た
と
え
ば
因
子
監
に
代
表
さ
れ
る
教
育
機
関
、
学
校
や
民
間
で
の
教
育
課
程
、
書
院
等
の
地
方
に
お
け
る
教
育
な
ど
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
様
々
な
テ
!
?
が
想
起
さ
れ
る
。
事
実
、
こ
こ
に
列
挙
し
た
課
題
に
関
連
す
る
研
究
も
、
史
科
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
近
年
に
な
っ
て
多
く
提
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
主
に
紙
帽
の
都
合
か
ら
、
そ
う
し
た
研
究
の
紹
介
は
省
略
し
た
い
。
近
年
の
研
究
で
は
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
制
度
を
分
析
す
る
研
究
か
ら
脱
却
し
、
単
に
歴
史
学
と
い
う
範
鳴
に
収
ま
ら
な
い
い
く
つ
か
の
分
野
を
跨
い
だ
研
究
も
多
い
。
今
後
こ
う
し
た
方
向
は
ま
す
ま
す
加
速
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
以
上
甚
だ
し
く
粗
雑
な
紹
介
で
は
あ
っ
た
が
、
近
年
に
至
っ
て
元
代
の
科
挙
を
め
ぐ
る
研
究
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
現
況
は
諒
解
さ
れ
た
と
恩
う
。
棚
田
井
氏
が
、
「
科
挙
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
歴
史
学
や
音
韻
学
を
初
め
と
す
る
更
に
多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
提
唱
」
(
前
掲
「
元
代
科
挙
受
験
持
込
許
可
書
を
め
ぐ
っ
て
」
)
し
て
い
る
が
、
首
肯
す
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。
広
義
の
科
挙
研
究
を
行
う
た
め
に
は
広
く
文
学
・
史
学
・
哲
学
か
ら
の
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
吉
一
同
う
ま
で
も
な
い
。
特
に
史
料
・
資
料
環
境
の
整
備
に
代
表
さ
れ
る
研
究
基
盤
が
整
い
つ
つ
あ
る
い
ま
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
の
分
析
が
可
能
に
な
り
、
新
た
な
も
の
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
と
予
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
予
感
を
抱
き
つ
つ
筆
を
捌
き
た
い
。
註
(
l
)
松
田
普
之
「
元
朝
治
下
の
色
白
人
に
つ
い
て
」
(
『
史
学
雑
誌
』
一
O
八
九
、
一
九
九
九
年
)
が
近
年
の
関
連
す
る
研
究
を
列
挙
し
て
、
か
か
る
見
方
の
不
当
を
指
摘
し
て
い
る
。
(2)
本
稿
は
二
者
の
論
考
に
導
か
れ
た
箇
所
が
数
多
い
。
だ
が
、
煩
現
に
な
る
の
を
恐
れ
、
註
記
し
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
隙
高
翠
「
〈
二
十
世
紀
的
中
国
科
挙
制
度
史
研
究
》
的
一
点
、
補
充
」
(
『
歴
史
研
究
』
二
O
O
-
-
=
一
)
も
、
短
文
な
が
ら
中
国
人
に
よ
る
元
代
の
科
挙
研
究
を
紹
介
し
た
も
の
で
参
考
に
し
た
。
(3)
な
お
、
本
文
で
紹
介
し
た
『
中
国
考
誤
史
文
献
集
成
第
四
巻
・
遼
金
元
』
九
二
一
1
九
=
二
買
で
は
、
新
氏
の
研
究
と
、
そ
れ
を
改
訂
し
た
楊
前
「
関
子
「
元
統
元
年
進
士
録
』
的
版
本
与
校
勘
」
(
『
祝
賀
楊
志
玖
教
授
八
十
寿
辰
中
国
史
論
集
』
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
)
を
踏
ま
え
改
め
て
校
訂
し
直
し
た
と
す
る
、
「
元
統
元
年
進
士
録
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
(4)
桂
栖
鵬
『
元
代
進
士
研
究
』
の
「
引
言
」
を
参
照
。
(5)
当
該
論
考
が
公
表
さ
れ
た
か
否
か
は
不
明
。
(6)
な
お
、
『
事
林
広
記
』
の
該
当
部
分
に
つ
い
て
は
、
「
元
代
の
社
会
と
文
化
」
研
究
班
〔
編
〕
「
「
事
林
広
記
』
学
校
類
全
己
・
家
礼
類
(
一
)
訳
注
」
(
『
東
方
学
報
』
七
七
、
二
O
O五
年
)
が
訳
注
を
提
示
し
て
い
司
令
。
(7)
当
該
論
文
に
記
さ
れ
る
『
新
刊
類
編
歴
挙
三
場
文
選
』
等
の
書
誌
情
報
に
関
し
て
は
、
若
干
の
改
訂
を
施
し
た
上
で
、
黄
仁
生
『
日
本
現
蔵
稀
見
元
明
文
集
考
証
与
提
要
」
(
岳
麓
書
社
、
二
O
O四
年
)
四
九
1
六
O
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
〈
附
記
〉
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
幾
編
か
の
研
究
論
文
の
入
手
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
手
荷
藤
智
寛
氏
、
な
ら
び
に
北
京
大
学
環
境
学
院
歴
史
地
理
研
究
所
博
士
研
究
生
丁
超
氏
の
お
手
を
煩
わ
せ
た
。
辺
末
筆
な
が
ら
、
お
二
人
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
ロ
な
お
本
稿
は
、
仮
平
成
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
基
盤
研
究
B
、
三
浦
秀
一
〔
代
表
〕
て
「
思
想
史
的
社
会
史
的
史
料
と
し
て
の
科
挙
答
案
に
関
す
る
基
礎
的
研
叩
究
」
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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